
－1－ 

                                  編集・発行／那賀町社会福祉協議会 

2022年 6月 

 

     
 

那賀町住民による取り組みの１つ、くらしのちょっとした困りごとを解決するための ご近助サポーター事業 
実務者研修会を開催しました。那賀町でこの事業を開始してから3年目を迎えた現状の課題やこれからの活動
展開についての意見交換も行いました。（3月2日(水)開催） 
 
地域包括支援センター等との連 
携、サポーター訪問までの流れ 
や対人援助職として訪問時に気 
を付けること等について、湯浅 

雅志氏（地域包括支援センター 
副センター長）を講師として研 
修を行いました。⇨ 

 
 
 
 

 

ご近助サポーター登録者は40名。令和3年度の実働サポーター 
は9名。利用者の平均年齢は90歳以上。住み慣れた地域で暮ら 

し続けるために、週1～2回1時間程度、掃除やゴミ出しなどの 
支援を行っています。                     

⇧ サポーター同士気持ちを一つにしようと、ユニホームとしてエプロンを揃えました。活動時に着用しています。 
 
ご近助サポーター事業  … ご近助サポーター養成講座（令和元年６月開催）受講者のうち、サポーター登録
をした方が、利用者（ケアマネージャーによる介護支援プランを受けた方対象）宅へ行き、支援メニューに沿っ
て必要なサービスを提供します（自己負担額：30分あたり100円）。 
 

 
 

              西部おたすけ隊（鷲敷西部地区対象）・サポート結（鷲敷西部地区対象） 

延野おたすけ隊（相生延野地区対象）                 

 上那賀おたすけ隊（上那賀地域全域対象）               

木沢おたすけ隊（木沢地域全域対象）                 

   チームあかいも（木頭折宇～北川地区対象）              
 

「困ったときはお互いさま」の気持ちと、気軽に「助けて」と言える地域の 
繋がりをしくみ化したものが、おたすけ隊などの生活支援団体です。登録隊 
員が有償ボランティアとして同じ地域に暮らす住民の困りごとをお手伝いし 
ます。隊員ができないことは他のサービスへとつなぐこともできます。    
なぜ有償なのか？  …  有償（少額の謝礼）にすることで、利用者がお礼を 

気にする必要もなく、隊員もできる時にできることを手助けするだけなので、 
無理なく続けられるようなシステムとなっています。また、誰もが隊員とな 
り利用者となれるシステムでもあります。                               
詳しくは、各対象地区にて広報折込のチラシ（左のようなチラシ）をご覧い 
ただくか、社協各支所までお問い合わせください。                       

獄支えあいのまちづくりに関するお問い合わせ先 

那賀町社会福祉協議会 0884-64-0026（生活支援コーディネーター 亀井・宮崎） 

新規サポーター養成を
進めることも必要。 

より利用しやすい制度にする
ためにはどうしたらよいか？ 

支援内容は適切か？ 
本事業以外の住民による生活
支援もうまく活用してもらう。 


